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[はじめに]

当院では人工呼吸器の終業点検にフローアナライザ-

PF-3∞(jmtメデイカル社製)を用いてベ yドサイドで行っ

ているが、基本的に据置型のため可鍛性に乏しく、移動に

よる衝撃で PF・300の精度を低下させる可能性があるため

院内を巡回点検する別途には向かなし、。 そこで、軽量小型

なハンドヘルドl呼吸モニタメテオア (CPT社製)を用いた

人一1:呼吸訴の点検について検討 した。

[h 法]

人 l呼吸 ~if ニ コーポ ート e500plus (NMI社製)およびテ

ストラ ング 190 (MAQUET社製)を 1111，、て iXに'J、す条1'1で

測定 した

(1) スムースボア II0cm回路、 Y ピース 直後にメ テオア ま

たは PF-3∞ 接続後に 30cmシリコン|ロl路を設置

(2)スム スボア IlOcm回路、フロ ーセンサー取り付け位

置を変化させた場合 (① Y ピース直後② テストラング直

前③センサー前後に 30cmシリコン阿路)

(3)回路を変化させた場合 (①スムースボア II0cm回路②

シリコン 60cm回路③ディスポーザブル回路 RTII6)

測定項目は吸気一回換気量 (TV;ml ATP)、換気数 (RR;

回/分)、流量 (F;I/min)、プレyシャーコントロール圧 (PC

圧 ;cmH2U)とした。

[結果1

(1)メテオアは PF-3ooと強い正の相関を示した(図 1)0 (2) 

①は ②③と比べて設定に近似した値を示した。②は高い

設定値において測定が不可能となり、 ③ は①と比べて TV

および PC圧が有意に低値、Fは有意に高値を示 した。(3)

スムースボア回路と 比べて、 TV、Fおよび PC圧はシリコ

ン回路が有意に高値、 RTI16は低値を示した。 また RRは

回路による差異を認めなかった。

[考察]

メテオアは、メーカーによるメンテナンスで用いられる

PF-300と強い相関を示すことから 、簡易的な終業点検等に

は十分な性能を有していると考えられた。点検精度を高め

るための工夫として、シリコン回路を用いてセンサーは Y

ピース直後に取り付け、さらにセンサー後に 30cm回路を

設世することでテストラシグの影響や回路容量による測定

誤差と阿路コンブライアンスの影響を最小限にすることが

可能であると考えられたo またスムースポア回路とシリ コ

ンInl路の測定結果に有意差を認めたため、点検回路種類の

統合は必須であると考えられた。しかしメテオアは臨床使

JJj '1'のモニタリングを 1I的とした計測桜であること、セン

サー(ディ スポーザブル)耐久性が明確でないこと写ーから

定期点検なと詳細な点検を行う際は適Jfな測定器を問いる

ことが望ましいと考えられた。

[f古 E苦]

メテオアは、センサー取り付け位置および!日l路構成を正

しく行うことで人工呼吸器の終業点検において有用である

と考えられた。

図表(図 1)メテオアと PF・300との測定値相関
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